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〝伸び〟と その〝理由〟を確認し、確かな『新化』に繋ぐ
－『学ぶ意義』を見失うことなく学び続ける－

石 川 浩
｢伸びを確認し、新化につなげる｣ことを重点に取り組んできた３学期も残りわずかとなりました。

３学期の始業式に､学校教育目標[校訓]･学年や学級の目標等の目標に照らして､自分はどれくらい
力を伸ばしたかを確かめ､伸びた力や不十分なことを意識し､それぞれの面での“新化”に繋げよう
と話しました。目標に照らして伸びを確認できたら、なぜ伸ばせたのかも分析しておきましょう！
それが“新化”に繋ぐことになります。誰かに助けてもらったり偶然であったりして伸びたことも
あるかもしれませんが、それを自力で必然とできるようにしておくことが大切なのです。

深中の先輩になる１年生、深中の最上級生となる２年生、そして９箇年の義務教育を修了し深中
を卒業する３年生。進級･卒業という大きな節目を迎える前に、少し広い視野で世の中を見つめる
姿勢も身に付けておいてほしいと思っています。そのための二つの視点を示します。
一つめの視点は北京オリンピック･パラリンピックです。特に、オリンピック３連覇の偉業が懸

かる中で、公式戦でまだ誰も成功していない４回転半ジャンプに挑んだ羽生結弦選手。｢人類史上
最高難度｣と評された滑りに対する不当と思われる低い採点への怒りを、更に上をいく滑りをする
エネルギーに換えた平野歩夢選手。そして夏冬のパラリンピック二刀流に挑んだ深谷市出身の村岡
桃佳選手。国の代表としてオリンピックやパラリンピックに出場できる選手は、誰も厳しい練習や
様々な挑戦を重ねて鍛えた心身と磨き上げた技能を身に付けています。その中にあってもこの３選
手は卓越した心･技･体を身に付けていると感じます。誰もがなれるわけではありませんが、その考
え方や試合や練習に臨む姿勢に学び、自分を伸ばすヒントを得てほしいと思っています。
二つめの視点は､今ウクライナで起きていることです。幸いなことに私も深中生の皆さんも､皆さ

んのお父さん･お母さんも､戦争を直接体験してません。しかしここ数日報道されているウクライナ
の惨状を他人事とは思えないのです。今の私たちとほぼ同じ日常が２週間程前までウクライナにも
ありました。それが今は､多くの人が住む集合住宅にミサイルが撃ち込まれ､テレビ局や県庁､学校
も攻撃されているそうです。日本では起こらないと言い切れるでしょうか。私たちは歴史を学び、
人類が過去に犯した過ちを繰り返さないための知識と智恵を身に付けているはずです。特別活動等
の学習でも、違う考えや立場の人や集団とも､自分たちさえよければよしとはせず､異なる立場から
も考え、折り合いを付けていく話し合い方を学習しています。それなのに何故…。
５年前に解散した SMAPが 17年前に発表した「Triangle」という曲が、今話題になっています。

｢都心を少し外れた小さなこの部屋から どんなに目を凝らせど見えないものばかりだ｣｢破壊でしか見出せない未来

の世界を愛せないよ｣｢僕の目がキミの手が僕らの声が それぞれ異なっているように 自由でこそ生命だから｣｢無口

な祖父の想いが 父へと時代を跨ぎ 一途に登り続けたひどく過酷な道｣｢わずかな苦しみも知らぬまま 後に生まれ

生きる僕ら 受け継ごうその想い 声の限りに伝えるんだ｣｢大国の英雄や戦火の少女 それぞれ重さの同じ 尊ぶべき

生命だから｣｢精悍な顔つきで構えた銃は 他でもなく僕らの心に 突きつけられてる｣…今考えたい言葉が連な
っています。少し広い視野で世の中や未来を見られるように、深中生の皆さんも､私たち大人も学
び続けなければならないのだと思います。深中の二つの校訓『独立自尊･共存共栄』が示す｢自立し
た自分を大切にするとともに､自分も皆も幸せになれる世の中を創る｣という大きな意義を見失うこ
となく学び続ける“構え”も改めて整えて、令和３年度をまとめられるようにしましょう。

３月３日に｢３年生を送る会｣を開催しました。２年生は昇降口の突き当たり

のガラス窓をステンドグラス風に飾り付けました。１年生は全生徒が３年生

に向けたメッセージを紙飛行機にしたためて３年生の各教室の廊下掲示板に

飾りました。どちらの掲示も、３年生に喜んでもらいたいという気持ちを込めて制作し、３送会前日準備で丁寧

に飾り付けました。当日の朝

登校した３年生からは、歓声

と微笑みがこぼれました。

今年の｢３年生を送る会｣も、

生徒会本部が企画･運営に当

たりました。今年もｺﾛﾅ禍で全学年揃って活動する行事ができなかったので､どうすれば３つの学年が一緒に活動で

きるかを考え､第１部として昨年度の文化発表会代替行事で行ったスタンプラリーをさらに工夫して行いました。

第２部は、２･１年生と３年生の先生たちから､３年生への感謝とエールが様々な形で贈られました。

３年生への想いを届けました

３年生を送る会

３月の主な行事予定

日 曜日 主な学校行事 16 水 第４３回卒業証書授与式　　

１ 火 3/1～3/11：昼清掃 17 木 [1年生班別行動予備日]

２ 水 3年生球技大会　三送会準備⑤⑥ 18 金 期末短縮[4時間]　安全点検日

３ 木 三年生を送る会②③④　3年生県公立高発表直前指導⑤ 19 土

４ 金 県公立高入学許可候補者発表 20 日 　

５ 土 　 21 月 春分の日

６ 日 22 火 期末短縮[4時間火③④水⑤⑥]

７ 月 県公立高追検査　SUL全学年 23 水 期末短縮[4時間]＋大掃除 給食最終日 部長会 SUL12年

８ 火 火①②金⑥火④⑤⑥　生徒評議会 追検査発表 SUL12 24 木 期末短縮[3時間]　表彰集会③ 小学校卒業式

９ 水 登校指導･ｱﾙﾐ缶回収 1年生班別行動　3年生奉仕作業 25 金 1･2年生令和3年度修了式

10 木 木③④⑤⑥水⑤⑥　3年生修学旅行代替旅行 26 土

11 金 卒業式予行③④　3年生給食最終日 27 日

12 土  28 月 学年末休業日

13 日 29 火 学年末休業日

14 月 SUL全学年 30 水 学年末休業日

15 火 3年生令和3年度修了式 卒業式準備⑤⑥ 火③④①②⑤⑥ 31 木 学年末休業日



第62回埼玉県小中学校児童生徒美術展

特 選 三井 聖來・細野 菜穂

入 選 佐藤 愛結・舛田 羽那・栗原 莉穂・新井 心菜・橋本 侑依・吉松 和香

鈴木 詩穂・馬場菜々美・宮崎ひらら・新 真歩・江原 巧真・長原 真優

金縄 真英・河田 実子・日野 田心

藤巻 円実・村田 龍聖・藤巻 真歩・吉村和佳奈・中島 睦月・寶來 小町

金井 環姫・大澤 周世

深谷市教育委員会体育賞 ソフトボール部 石黒 硬 記念大会 優勝

太田 小春・千葉 栞愛・塚越 智菜・金井 雅姫・清水 美琴・根岸 遥

粕谷 莉子・後藤 愛生・髙田 茉歩・増田 夏音

角張 友郁・久保 芽花・柳 優香・柳原 美那・四方田まりあ

輿石來玲愛・松崎 凌乃・矢島 美樹・柳 晴香

深谷市書きぞめ展

入 選 佐藤 蒼生・佐藤 愛結・久保秋咲良・清水 美琴・青木 貴史・植竹 匠人

粕谷 莉子・石黒 悠加・香川 竜一・後藤 愛生・橋本 侑依

香川 珠里・木村 優希・田中 佑幸・横山 穏・新 真歩・香川 絢奈

中間 咲妃・神成 柚愛・倉澤 彰吾・髙橋かのん・中間 美妃

荒張 優菜・柴田 歩実・清水 優希・竹渕 音羽・高田結希菜・三好 芳佳

山口 翠・新井日真莉・金井 環姫・長島 乃愛

大里地区学校給食週間

作文金賞 髙田 舞・根岸 琢磨・木村 萌花・山木 理史・川田 凛華・木村 蓮生

笠原柚希菜・塚本 頼基・中山 隼佑

ポスター金賞 安部 隼斗・小暮ゆめは・鈴木 詩穂・馬場菜々美・長原 真優・林 慶祐

神成 柚愛・三井 聖來・長部 奈緒

標語金賞 新井 真優・見當さくら・野村 悠光・松井 千秋・山口 慶太・吉田 玲那

久保田侑良・森田 蓮來・小暮 逸仁


